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卵
を
保
護
し
た
場
所
は
寺
ケ

瀬
付
近
。
夜
間
調
査
で
発
見
し

た
の
は
賛
助
会
員
の
和
崎
伸
さ

ん
と
広
島
大
学
大
学
院
修
士
一

年
の
蜂
谷
英
介
さ
ん
。
広
島
市

安
佐
動
物
公
園
で
オ
オ
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
を
担
当
し
て
い
る
田

口
勇
輝
さ
ん
が
保
護
し
た
。
田

口
さ
ん
か
ら
飼
育
す
る
環
境
や

飼
育
方
法
の
指
導
を
受
け
、
虫

か
ご
に
入
れ
て
水
槽
へ
沈
め
て

い
る
。
流
出
し
た
卵
は
親
が
守

れ
ず
、
死
卵
に
な
る
。 

             

「
安
芸
三
段
峡 

三
段
滝
道
」

と
印
字
さ
れ
た
絵
葉
書
の
写
真 

 
 
 

で
あ
る
。
絵
葉
書
は
宛

名
面
の
様
式
に
よ
っ
て

年
代
が
決
ま
っ
て
い

て
、
こ
の
写
真
の
絵
葉

書
は
一
九
三
三
年
か
ら

四
五
年
の
様
式
の
も
の

で
、
当
時
は
日
中
戦
争 

  
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

       

    

近
く
に
巣
穴
が
あ
る
可
能
性

が
高
く
、
丹
念
に
調
べ
た
が
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
。
田
口
さ
ん

は
「
来
年
八
月
下
旬
に
調
べ
れ

ば
見
つ
か
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。 

 

八
日
に
保
護
し
た
約
百
五
十 

                  

か
ら
太
平
洋
戦
争
へ
と
戦
線
が

拡
大
し
、
戦
況
は
厳
し
さ
を
増

し
た
。
徐
々
に
観
光
ど
こ
ろ
で

は
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
撮

影
さ
れ
た
の
は
戦
争
初
期
の
三

五
年
前
後
で
は
な
い
か
と
推
察

で
き
る
。 

 

手
前
は
三
段
滝
の
大
き
な
滝

壺
で
、
川
は
奥
へ
向
か
っ
て
流 

 

個
の
卵
は
、
一
部
発
生
が
見
ら

れ
た
が
、
す
べ
て
死
卵
に
な
っ

た
。
二
十
九
日
保
護
分
は
十
五

卵
が
徐
々
に
成
長
し
、
十
月
上

旬
に
は
卵
の
中
で
動
く
姿
が
見

ら
れ
る
状
態
に
な
っ
た
。 

 

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
八

月
下
旬
に
産
卵
す
る
。
オ
ス
が

巣
穴
を
守
り
、
メ
ス
を
待
つ
。
受

精
卵
は
オ
ス
が
二
月
ご
ろ
の
巣

立
ち
ま
で
、
守
り
続
け
る
。
Ｌ
Ｏ

Ｕ
Ｐ
Ｅ
で
飼
育
し
て
い
る
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
自
然
と
同

じ
時
期
に
放
流
す
る
予
定
。 

    

二
〇
一
九
年
に
新
種
登
録
さ

れ
た
淡
水
魚
カ
マ
ツ
カ
の
調
査

が
九
月
五
日
、
太
田
川
で
実
施

さ
れ
た
。
上
流
部
で
見
ら
れ
る

同
種
も
新
種
に
分
類
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
、
水
生
生
物
を

研
究
す
る
内
藤
順
一
さ
ん
ら
が 

    

れ
て
い
る
。
滝
の
展
望
台
を
兼

ね
て
い
る
た
め
桟
道
は
、
絶
壁

の
高
い
位
置
を
通
っ
て
い
る
。 

 

人
物
が
少
し
で
も
大
き
く
見

え
る
よ
う
に
ト
リ
ミ
ン
グ
し

た
。
比
較
対
象
に
な
っ
て
、
断
崖

の
迫
力
や
橋
脚
の
丸
太
の
大
き

さ
が
分
か
り
、
危
険
な
難
工
事

を
想
像
さ
せ
る
。 

 

 
 

  

生
物
多
様
性
の
保
全
を
推
進

す
る
活
動
を
対
象
に
す
る
二
〇

二
三
年
度
ド
コ
モ
市
民
活
動
団

体
助
成
事
業
に
さ
ん
け
ん
が
選

ば
れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
中
国
支
社
石
黒

誠
企
画
総
務
部
長
ら
三
人
が
九

月
二
十
七
日
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
で
本
宮
炎
理

事
長
へ
贈
呈
書
を
手
渡
し
た
。 

事
業
名
は
「
ミ
ラ
イ
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
る
！
生
態
系
調
査 

   

捕
獲
を
試
み
た
。
辛
う
じ
て
捕 

獲
し
た
カ
マ
カ
ツ
は
詳
し
く
調 

べ
、
学
術
誌
へ
報
告
さ
れ
る
。 

河
川
環
境
や
過
去
の
資
料
、 

地
元
民
の
証
言
か
ら
個
体
数
は

著
し
く
減
少
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。 

 

右
上
端
に
滝
を
眺
め
る
正
装

の
紳
士
を
佇
ま
せ
、
対
照
的
に

大
き
な
荷
物
を
背
負
っ
て
下
流

へ
向
か
う
人
を
配
置
し
て
い

る
。
束
ね
た
柴
か
、
炭
俵
の
よ

う
だ
が
、
拡
大
し
て
も
は
っ
き

り
し
な
い
。
二
三
年
ご
ろ
か
ら

段
階
的
に
整
備
さ
れ
た
探
勝
路

だ
が
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
も

貴
重
な
仕
事
の
道
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
示
す

一
枚
で
あ
る
。 

（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

   

か
ら
活
用
へ
一
歩
進
め
る
エ
コ

事
業
」。
地
元
の
高
校
生
ら
が
自 

然
調
査
を
も
と
に
エ
コ
ツ
ア
ー 

    

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
Ｌ
Ｏ
Ｕ

Ｐ
Ｅ
充
実
の
た
め
九
月
十
六
日

か
ら
三
日
間
、
本
宮
炎
理
事
長

や
広
大
さ
ん
け
ん
部
員
ら
六
人

が
高
千
穂
峡
と
阿
蘇
く
じ
ゅ
う

国
立
公
園
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
、
高
校
生
館
長
で
話
題
の
柳 

    

総
合
学
習
で
熊
南
峰
を
調
べ

て
い
る
戸
河
内
小
学
校
の
六
年

生
十
人
が
九
月
二
十
五
日
、
三

段
峡
に
入
り
南
峰
の
足
跡
を
た

ど
っ
た
。
本
宮
炎
理
事
長
の
案

内
で
、
南
峰
が
撮
影
し
た
風
景

を
探
し
な
が
ら
正
面
口
か
ら
蓬

莱
岩
ま
で
を
散
策
。
竜
ノ
口
や 

                 

を
企
画
実
施
す
る
。
助
成
額
は

七
〇
万
円
。
本
宮
理
事
長
は
「
環

境
保
全
は
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
が
課
題
、
保
全
に
結
び
つ

く
観
光
事
業
を
若
者
と
展
開
し

た
い
」
と
期
待
し
て
い
る
。 

   

川
水
族
館
を
視
察
し
た
。 

 

地
域
資
源
の
展
示
方
法
、
コ

ス
ト
を
か
け
な
い
手
作
り
展
示

で
の
運
営
な
ど
、
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ

の
継
続
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

進
め
て
い
く
う
え
で
参
考
に
な

っ
た
。 

   

栂
崎
で
は
岩
や
崖
、
流
れ
を
見

比
べ
た
。「
南
峰
は
道
で
は
な
く

川
沿
い
を
歩
い
て
撮
影
し
た
」

と
説
明
を
聞
き
、
瓢
淵
ま
で
の

傾
斜
を
下
り
、
南
峰
が
歩
い
た

ル
ー
ト
を
体
験
し
た
。 

   

広
島
ち
き
ゅ
う
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
主
催
の
エ
コ
ツ
ア
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
づ
く
り
が
九
月
二
十
二

日
、
本
宮
炎
理
事
長
が
参
加
し

て
帝
釈
峡
で
開
か
れ
、
歴
史
を

学
ぶ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
。
ツ

ア
ー
は
十
月
二
十
八
日
、
帝
釈

峡
で
実
施
。
無
料
。
問
い
合
わ

せ
、
申
し
込
み
は
さ
ん
け
ん
へ
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

か
気
に
な
る
。
二
年
ぶ
り
に
正
面

口―

黒
淵
間
が
開
通
し
、
観
光
客

が
増
え
る
だ
ろ
う
。
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ

も
本
格
営
業
す
る
。
三
段
峡
観
光

の
復
活
、
錦
秋
が
待
ち
遠
し
い
。 

   

▼
期
待
の
秋 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

九
月
の
平
均
気
温
が
観
測
史

上
最
高
だ
っ
た
と
言
う
。
十
月
に

入
り
、
朝
夕
の
冷
え
込
み
が
一
気 

  

一口メモ 

に
進
ん
だ
。
長
淵
の
岸
辺
で
は

ナ
メ
ラ
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
が
秋

の
訪
れ
を
告
げ
る
。
そ
の
姿
に

ホ
ッ
と
す
る
が
、
夏
の
猛
暑
が

樹
々
の
色
付
き
に
影
響
す
る
の

か 

    

三
段
滝
望
む
絶
壁
桟
道 

貴
重
な
仕
事
道 

（１１） 

オオサンショウウオ調査 流出卵を保護 

LOUPEの水槽で飼育 
オオサンショウウオの生態調査をした９月８日と 29 日、巣

穴から流出した卵を発見し、緊急保護した。ビジターセンター

ＬＯＵＰＥの水槽で飼育している。来場者は初めて見る珍しい

卵を興味深そうに覗いている。来年 3 月ごろ放流する。 

動
き
始
め
た
十
五
卵 

来
場
者
興
味
深
く
観
察 

 

 

保護している卵の写真 

    のアップ 

 

 

 

ド
コ
モ
市
民
活
動
団
体
助
成
事
業 

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
助
成
金
七
十
万
円 

九
州
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
視
察 

 

新
種
登
録 

淡

水

魚 
 

戸
河
内
小
児
童 

南
峰
の
足
跡
た
ど
る 

歴
史
ツ
ア
ー
実
施 

帝
釈
峡
と
連
携 

 

南峰の足跡を訪ねた小学生達 

カ
マ
ツ
カ 

太
田
川
で
調
査
捕
獲 

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

卵
を
観
察
す
る
親
子 

水槽に沈められた虫かごの
中で飼育されている卵。動
く姿が見える(10月９日) 
き始めた卵。姿が見えて 


